
■労働人口が減少した社会を
見据えて

私はパナソニック株式会社 インダス
トリアルソリューションズ社（以下、
IS社）産業デバイス事業部に勤めてい
ます。IS社では、「車載CASE」、「情報通
信インフラ」、「工場省人化」の3つを重
点領域に事業を展開しています。そ
の中で、産業デバイス事業部では「工
場省人化」領域において、Factory 
Automation（FA）機器に搭載される
サーボモータ・センサ・コントローラ
などのデバイス開発を行っています。
業界としては半導体製造装置・レーザ
加工機・ロボット周辺などのさまざま
な業界に商品を提供し、社会の発展向
上に貢献しています。
私が所属する事業開発センター 

R&Dセンター 光学技術開発部では、
センサ向けに光学関連の研究開発をし
ています。研究開発テーマによっては
流体力学や熱力学の知識を使用します。
そのため、大学で学んだ基礎知識と
専門知識を生かしながら働ける職場で
す。また、私自身は商品ロードマップ
整合や技術戦略などに参画し、研究
開発以外の場にも活躍の場を広げてい
ます。以上の活動を通して、私は産業
分野において、より安全でより楽に働
ける環境を実現していきたいと考えて
います。

■博士課程在学中に苦労したこと

私が博士課程において最も苦労した
ことは、自分の研究内容やその成果を
分かりやすく相手に伝えることです。
博士の学位を取得するためには、学術
論文誌に論文を公表したり、学会や公
聴会などでプレゼンテーションを行う
必要があります。そのような場では、
相手に合わせて論理的にストーリーを
構築し、自分の成果を正確に伝えるた
めの表現に注意しなければなりません。

博士課程1年目では、この
ような力が十分ではな
かったため、論文査読
の辛辣なコメントに苦慮
しました。そこでめげず
に先生方や研究室のメン
バーから助言をいただき
つつ、試行錯誤を繰り返
すことで最終的には良い
論文ができあがりました。
博士課程のプレゼンも同
様で、先生方から多くの
ご指摘をいただきます。
この時にどのように捉え
て活動するのかで、モチ
ベーションは大きく変わ
ってくると思います。私
は表現の部分で苦労しま
したが、その中で論理的
思考力と表現力を身に付
けられたと考えています。

■企業から期待される博士の能力

よく「博士出身者に期待することは
専門性である」と見聞きしますが、私
の経験では博士の専門性が役立つこと
はまれです。私が考える企業から期待
される博士の能力は、「論理的思考力・
発想力・表現力」です。博士人材と修
士・学士人材の違いで言うなら、論理
的思考力と発想力が大きな差になると
考えています。
企業の研究開発においては、顧客の
課題を調査・把握し、他社に負けない
その課題の解決策を考え、それを分か
りやすく上司に伝え、承認を得る必要
があります。博士課程に進学すると、
研究活動の中で仮定と推論に基づいた
思考法を自然と修得し、さらにさまざ
まな論文を読み、専門領域外の知識を
得ることができます。そのため、上記
のような場面では、さまざまな分野を
横断した斬新なアイデアを創出し、そ
れを論理的なストーリーの中に組み上

げることができます。このような能力
が、博士出身者には期待されると私は
考えています。

■後輩へのメッセージ

豊田工業大学には、さまざまなチャ
ンスが転がっています。私自身、在学
中に4回海外に短期留学し、非常に良
い経験をさせていただきました。コロ
ナ禍では海外に行くことは難しいでし
ょうが、機会があれば積極的に手を挙
げて、多面的視点を養っていただくこ
とを期待しています。

　さまざまな分野で活躍する卒業生を紹介するこの企画。今回は、
2017 年度に大学院博士後期課程を修了し、現在はパナソニック株
式会社でご活躍中の長坂憲士朗さんに登場いただき、博士号取得ま
でのエピソードや博士課程の魅力について語っていただきました。

「こんにちは、先輩！」に
ご登場いただける方を募集しています！

連絡先：s-koho@toyota-ti.ac.jp

一緒に学んだ仲間や後輩にメッセージを
届けたい、そんな熱い思いをお持ちの卒業
生・修了生を募集しています。ご協力いた
だける方は、ぜひご一報下さい。
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学はこれまで「スマートビークル研究センター」、「スマートエネル
ギー技術研究センター」、「スマート光・物質研究センター」を設置

して、各研究室での個別研究成果の発展・融合を推進してきました。一方、
近年急速に発展した情報技術に関しては、本学においては情報技術を専門
とする研究室だけでなく、その他分野の研究室においても、情報技術によ
るデータ解析などが推進されています。
また、本学は情報技術研究で大きな成果をあげている豊田工業大学シカ
ゴ校（TTIC）と姉妹校の関係にあり、研究と教育の両面で連携しています。
さらに、2017年度から3年間にわたり、人工知能技術を本学の広範な工
学分野へ展開することを目的にした研究・教育活動の活性化も推進してき
ました。
このような状況に鑑み、2021年8月1日付で「スマート情報技術研究セン
ター」を新たに設置して、これまでの成果を活用・発展させながら、最先端
の成果を創出することを目的として、センターの活動を展開していきます。

情報技術分野における基盤研究と、
その活用研究の推進

情報技術を専門とする各研究室において、多様な
工学分野で利用できる基盤研究の強化と、その活用研究の推
進を実施していきます。具体的には、「文書から一般・専門
知識ベースを半自動構築する技術」、「センサや通信量の限界
を超えた精度の撮像・計測や、未来の現象予測」などの基盤
研究を推進します。これら基盤研究の成果は、電子カルテや
臨床試験報告書を活用した医療情報学の最先端研究や、医療
画像認識とその根拠の可視化など、基盤研究の有用性実証の
ための活用研究にも展開します。

3つの基礎学術分野における情報技術の「活用
研究」と、「活用からの基盤研究創出」の推進

本学では情報分野以外においても、機械分野に
おける「設計・加工知識ベースの構築」、電子分野における
「測定が難しい材料の磁気特性推定」、物質分野における
「新材料探索の効率化」など、主に機械学習を中心として
情報技術を活用した研究が独自に推進されています。
　本センターでは、これら各研究分野の専門家と情報技術
分野の研究者の協働により、各分野における情報技術の活
用研究を発展させると同時に、その発展研究の過程・成果
において新たな基盤研究の種を発見し、各分野の専門知識
を吸収した情報技術の新領域開拓に寄与します。

センター長　

浮田 宗伯 教授

本学では、上述した機械学習を中心とした研究のみならず、制御、通信、情
報デバイスなどの情報技術研究が種々展開されています。本研究センターでも、
情報技術研究の多様化を図り、本学における情報技術研究のアクティビティを、
シンポジウム、紀要、ウェブサイトなどを介して学内外に発信していきます。
その一環として、豊田工業大学シカゴ校（TTIC）とのセミナーや、国際ワーク
ショップも継続・発展させていきます。

センター長ご挨拶
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	ADVANCEvol110_p08p09_v14のコピー.pdf
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